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ニッカトーは、「創造性に富んだ信頼される商品の

提供を通じて科学技術と産業の発展に寄与し企業の

成長と発展を期し、親しまれる経営で社会に貢献す

る」という企業理念を掲げ、1913年の創業以来、理化

学用陶磁器、ファインセラミックス製品の提供を通じ

て日本の工業の発展に寄与し、特に昨今のスマート

フォンや自動車のEV化、自動運転などの電子部品の

製造にはなくてはならない製品として広く電子部品

メーカーにご使用いただいております。

現在は、祖業のセラミックス事業に加え、計測機器

や加熱装置といった商品を取り扱うエンジニアリング

事業の2事業を展開しており、両事業部門のシナジー

を最大限に発揮しお客様のニーズに応えております。

当社がこれまで100年以上にわたり培ってきた「もの

づくり」に対する真摯な姿勢と「社会に貢献する」高い

意識が現在の当社の大きな強みであり、それらを基に

社会課題、環境問題である「カーボンニュートラル」や

「人的資本経営」にも積極的に取り組んでおります。

当社は目まぐるしく変化する時代の中においても、

常にお客様をはじめとするステークホルダーの皆様に

寄り添い、「持続的な成長」並びに「持続可能な社会」

の実現に向け貢献していく所存です。

今後とも皆様のご期待に沿えるよう役職員一同

一丸となって取り組んでまいりますので、引続きご支

援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長  大西 宏司

時代が必要とする
企業を目指して

ニッカトーは創造性に富んだ信頼される商品の提供を通じて

科学技術と産業の発展に寄与し企業の成長と発展を期し、

親しまれる経営で社会に貢献する

セラミックスと計測システムを通じて
社会に貢献しよう

経済的価値、社会的価値の創造を通じて持続的に成長する

持続的な成長により、社会課題解決へ貢献する経営基盤を構築する

「時代が必要とする企業だけが成長する」
“Reliable Company”の実現

「確信」を「革新」に
～信頼される製品で社会に貢献～

ニッカトーは1913年の創業以来、たゆまぬ研究開発によって

優れた技術力と独自のノウハウを培い、

信頼される製品を提供してまいりました。

そして、当社が展開する「セラミックス事業」と

「エンジニアリング事業」は、情報化社会、循環型社会が進むなか、

これまで以上に強みを発揮すると確信しています。

工業用セラミックスのリーディングカンパニーとして、

この「確信」を「革新」につなげることが

私たちの果たすべきミッションです。
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電子部品

分野の活躍フィールド6

1

ニッカトーの特長は、優れた開発力と技術力を活かしたセラミックス事業と

熱処理・計測に関する豊富な知見と提案力を活かした独自性の高いエンジニアリング事業を柱に

電子部品、自動車、医療など、さまざまな分野に貢献していること。 

多角的な展開によって生み出される当社の先鋭的かつ総合的な力は、

社会を動かすものづくりの製造工程で活用されています。

自動車・EV2 食品関連 5 研究分野6

優れた強度、耐久性、耐食性、審美性を備えた

当社のセラミックス製品は、医療分野において

人工歯の素材として使用されている他、医薬品

の製造工程でも使われています。

医療3

人工歯、人工骨などの焼成や、医療設備におけ

る検出素子の熱処理及び医療品倉庫の温度管

理を行う為に、最適な各種センサと計測機器、

加熱装置を提供しています。高齢化社会をむか

え医療環境の充実が求められる現在、需要が

高まっており、成長が見込めます。

耐久性、耐食性、耐熱性に優れた当社のセラ

ミックス製品は、新しいエネルギーの開発や

再利用の分析においても用いられており、脱炭

素社会の実現に貢献しています。

エネルギー・環境4

太陽光、水素エネルギー、バイオに加えて、送電

ロスをゼロにする超電導線材などの製品開発

に携わっており、当社が注力しているフィールド

です。地球環境と持続可能な社会に配慮した

商品の提案を行っています。

CERAMICS

ENGINEERING ENGINEERING

CERAMICS

食品添加物の粉砕や食品パッケージ用グラビ

アインキの分散に用いる各種セラミックスを

開発・製造。お客様の用途や目的に応じて最適

な製品を提案しています。

食品用の衛生管理HACCPに対応するための

CO2濃度、湿度、温度測定センサと計測機器

を、お客様のニーズにマッチする仕様でご提供

しています。

1913年創業時から手がけ、　　　ブランドとして

長く愛用されている乳鉢・乳棒の製造をはじめ、

試料の粉砕や焼成に使用するセラミックス

製品を製造しています。

大学や企業、研究機関が取り組む試験や分析、

新素材開発などに必要な加熱装置、センサ、

計測機器を総合的に提供しています。当社の

強みである技術力、提案力を発揮して、お客様

の多様なニーズにきめ細かくお応えしています。

CERAMICS

ENGINEERING

ENGINEERING

CERAMICS

パソコンやスマートフォンに組み込まれている

コンデンサや各種フィルタの原料処理・焼成に

使用するセラミックスを開発・製造。なかでも

当社のジルコニア製「YTZ®ボール」は、国内の

MLCCメーカーにおいてデファクトスタンダード

の地位を確立しています。

スマートフォンの圧電体原料や電線材料の熱

処理を行う加熱装置を提供。お客様のニーズに

応じたオーダーメイドが特長です。電子部品や

半導体の需要は高まっており、さらなる成長を

目指して取り組んでいます。

当社製品は、プラグ製造用など古くから自動車

関連製品製造用として使用されてきました。近年

では各種センサをはじめとする電子部品、PCU

放熱基盤、各種電池材料、塗料などの製造用とし

て、ますます活躍のフィールドが広がっています。

100年に一度といわれる大革新の時代をむか

えた自動車業界。当社は持続可能で安全な自

動車社会の実現に貢献するため、EV、PHV、

FCVをはじめ次世代自動車に関するさまざま

な装置の開発に携わっており、最適な商品を提

供しています。

医療

医薬品
人工骨

医薬品倉庫の
温度管理

電子部品
［LED］
蛍光体材料
スマートフォン
パソコン

食品関連

パッケージ用
グラビアインキ
食品添加物
HACCPにおける
温度管理

研究分野

試料
薬品の試作
各種雰囲気炉や
圧力下での
材料試験

エネルギー・環境
火力発電所

バイオエタノール
環境試験

（製品の信頼性試験）

蓄電池

自動車・EV

積層セラミックコンデンサ
自動車用塗料
電池材料
評価装置
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　セラミックス事業

主要製品

金属材料、有機材料と並び、3大材料のひとつであるセラミックス。

耐摩耗性、耐熱性、耐食性などに優れたセラミックスは

さまざまなフィールドで活用されており、

今では私たちの生活になくてはならない存在です。

粉砕・分散・混合など用途に合わせた特性を

備え、幅広く活用されているセラミックス

ボール。当社は、電子部品材料や高機能材料

などの原料処理に適した様々な材質のボール

を提供しています。

ボール

ジルコニアボール アルミナボール 窒化ケイ素ボール るつぼ セッター

理化学用陶磁器 ケラマックス発熱体 セメント

セラミックスチューブ 保護管・絶縁管 フィルターチューブ

強度や耐摩耗性、耐食性などに優れたセラ

ミックスの特性を活かし、さまざまな機械

部品や産業部品を製作しています。当社は、

お客様の用途に合わせたオーダーメイド製

品を市場に提供しています。

構造部材

耐熱性、耐熱衝撃性、耐食性に優れる材質を

用いた容器、るつぼ、セッターを取り揃えてい

ます。当社の耐熱製品はいずれも高温下での

酸化・還元雰囲気中で高い安定性を発揮し

幅広い用途で使用されています。

焼成容器・るつぼ・
セッター

焼成容器

当社の理化学用陶磁器は、企業をはじめ

大学や研究機関で使用されており、永年に

わたり各種産業界の発展のために貢献して

います。

理化学用陶磁器・
その他

耐熱性、耐食性、耐クリープ性が求められる

分野で当社のセラミックスチューブ・保護管・

絶縁管が使用されています。それぞれ用途に

応じて汎用グレードから高機能グレードまで

充実のラインナップをご用意しています。

チューブ・保護管・
絶縁管

高強度、高密度、高靱性を備え、

優れた耐摩耗性、耐久性を発揮する

ジルコニア製粉砕・分散用ボール

は、次世代電池として期待される

全固体電池の製造工程で使用され

ています。

全固体電池向け
YTZ®ボール

これからを担う製品

医薬品原料処理に特化した粉砕・

分散用ボール。高い生体安全性と

均質性は、世界の大手医薬品メー

カーから高く評価されています。

（GMP省令ガイドライン対応）

医薬品原料用
YTZ®-GHボール

Next Future

セラミックス事業が貢献するSDGs

製品情報 

https://www.nikkato.co.jp/product/
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温度調節計

グラフィックレコーダ

温度計測、制御機器及びシステム
［ 電気炉の制御ループ ］ ［ 超高温炉プログラム制御 ］

温度計測・制御機器メーカーである株式会社チノー

の主力代理店として、豊富な知識と経験をもつ営業

員がソリューションサービスをご提供しています。

ひずみゲージ及び変換器
ひずみゲージとその応用計測機器で

国内シェア約40％を誇る株式会社

共和電業の代理店として、質の高い

サービスを展開しています。

熱画像カメラ放射温度計

サイリスタレギュレータ

高温炉温度プロファイリング
phoenixTM社の温度分布測定システム

は、これまで難しかった熱電対の温度

プロファイリングを行いながら炉内の

稼働が可能です。

お客様の用途に応じて各種センサを組み

合わせ、電気炉の温度を制御するシステム

です。指示値測定入力値と目標設定値との

差に応じて調整信号を送り、目標設定値に

合わせる働きをします。

熱電対などでは計測できない超高温領域

においては、物体からの熱放射をとらえて

測定する放射温度計を使用することで、

電気炉の温度を制御することが可能です。

熱伝導を利用する温度計と比べて、高速

かつ非接触で測定できる点も大きな特長

です。

ENGINEERING
BUSINESS

　エンジニアリング事業

あらゆるものづくりに欠かすことのできない熱処理工程で活躍するエンジニアリング機器分野。

ニッカトーの商社部門として、豊かな知見と磨きあげた技術提案力で、

お客様の事業をサポートします。

次代を見据えたトータルシステムをご提供することで、持続可能な社会を目指します。

多様な研究・試験用途やご要望にマッチする最適なシステム、各種機器をご提供します。

計測・制御機器
多くの研究・生産現場で使用されている熱電対や測温抵抗体など、充実のラインナップをご用意しています。

温度センサ

汎用型温度センサ
－200～＋2,000℃を超える測定に対応する

材料を取り揃えており、形状もお客様のご要望

に合わせて設計いたします。

補償導線・被覆熱電対
補償導線は、熱電対の起電力を高精度で計測

器に接続する電線です。また、熱電対素線に

被覆を施した被覆熱電対は幅広いラインナップ

でご要望にお応えいたします。

半導体製造用各種熱電対
プロファイル用、ヒーター温度制御用をはじめ

各種熱電対を提供しています。石英保護管、

アルミナ保護管、セラミック被覆熱電対線、開発

用途の特殊品なども対応いたします。

お客様の用途や使用環境に合わせて、オーダーメイドで製作し、提供します。

加熱装置

ロータリーキルン
炉芯管が回転することで、効率的な熱処理が

可能な装置です。連続処理が可能で、任意の

雰囲気で使用することができます。バッチ式の

タイプも対応可能です。

雰囲気炉
ご要望に合わせて適切な炉内構成を提案

します。カーボン、メタル系ヒータ使用により、

超高温（2,000℃）熱処理が可能です。セラ

ミックスや電池材料の焼成・焼結や金属溶融

など、多様な用途で使用されています。

床昇降式台車炉
炉床や処理物の設置場所が昇降移動する

ことで、オペレーションの効率化や処理物の

急速冷却や加熱が可能となります。

持続可能な社会への貢献

日本の製造業におけるCO2排出量の約35%を

占める鉄鋼。当社は、製造時のCO2排出量を

大幅に削減するグリーンスチールの研究に

携わる商品提供へ力を入れています。

鉄鋼
大きな可能性を持つ新素材の開発に、セラ

ミックス材料をはじめ、熱処理・計測システム

を提供し続けています。

新素材・開発
燃料電池評価装置に使用される機器やシステ

ムを提供し、燃料電池開発を根底から支えて

います。

燃料電池

温度データ グラフィック
レコーダ

2色
温度計

設定
表示器

グラフィック
レコーダ

プログラム
調節計

調節計

制御信号

サイリスタ
レギュレータ サイリスタ

レギュレータ

電源

交流電源

ヒータ
のぞき窓

試
料温度データ

温度
センサ

電気炉

超高温炉

トランス

エンジニアリング事業が貢献するSDGs

製品情報 

https://www.nikkato.co.jp/product/

アナログ記録計

打点式 ペン書式

Next Future
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SUSTAINABILITY
　サステナビリティ

企業理念に示しているように、新たな価値を常に創造することで科学技術と産業の発展に貢献し、

すべてのステークホルダーとの対話を通じて、地域・社会との信頼関係を構築することで、

企業の持続的な成長と価値向上を目指してまいります。

HISTORY　沿革

サステナビリティ基本方針

昨今の企業を取り巻く環境が大きく変化する中、環境問題や社会

課題の解決による持続可能な社会の実現及び社会貢献の重要性

が今後の当社の企業価値向上に資するものとして、2022年4月に

取締役会の下部組織として「サステナビリティ委員会」を設置し、

当社の持続的成長のための方針や目標およびその推進計画の

策定・更新を行い、定期的に取締役会に報告や提言を行います。

サステナビリティ委員会は、常務取締役を委員長とし関係各部門長

または選出された委員で構成されます。

■ 地域社会での継続的な採用活動
■ 産学連携による人材育成・開発支援
■ 環境技術やリユース・リサイクル技術の開発・
ビジネス創造の推進

■ 品質追求と安心安全な製品提供
■ 長寿命化・廃棄量削減に向けた
製品開発・生産効率の改善

■ 不良品・使用済品のリサイクル
体制の構築

■ 調達先との連携体制の構築・維持
■ 材料備蓄による調達リスク軽減・製品の安定供給
■ 仕入先への優越的な地位乱用防止
■ 顧客満足度改善活動の継続的な実施
■ 社内規程類の社内遵守体制の徹底

■ 女性幹部人材の積極的登用
■ ハラスメントへの対応体制の整備
■ 従業員の安全な労働環境の構築
■ バリアフリー設備の整備

■ 技術・ノウハウのシステム化
■ 個人に依存しない製造・品質保証
体制の構築

■ 年功序列型からの脱却
■ 研修制度・人事評価体系の整備

■ GHG排出量削減・エネルギー利用の効率化
■ 排水の循環利用推進
■ 廃棄量削減、有限原材料の使用量抑制
■ 自社製品による環境保全への直接的な貢献

サステナビリティ推進体制

ニッカトーは、企業理念である「創造性に富んだ

信頼される商品の提供を通じて科学技術と産業

の発展に寄与し企業の成長と発展を期し、親し

まれる経営で社会に貢献する」という想いを

受け継ぎ、1913年の創業以来、品質の良い製

商品を提供し続けてまいりました。

100年を超える長きに渡り培ってきた知見、

創業の精神は技術力として現在も、ものづくりの

現場でいかされております。

100年のブランド力
ニッカトーは、レディメイドだけでなくオーダーメ

イドにも対応しております。

少数精鋭の中堅企業であるからこそのスピー

ディーな対応と細やかなフォローで、小ロットの

ご注文であってもお客様が必要とするものを

必要なタイミングで必要な数量を提供するための

生産体制を構築しております。

オーダーメイドに柔軟に対応
セラミックスの製造・販売・研究を自社で一貫

して行っております。

スピーディーな情報共有がリードタイムの短縮

と新たなニーズにマッチした製品開発を可能に

しております。「規模」ではなく「質」を追求してきた

当社では営業・製造・研究開発・品質保証の

各部門が連携し、お客様に満足いただける製品

を提供いたします。

製販技一貫体制

サステナビリティ課題

取締役会

サステナビリティ委員会

各部門

経営管理部

環境：Environment

環境委員会
社会：Social

安全衛生委員会
組織統治：Governance

コンプライアンス委員会
リスク管理委員会

経営会議

G
Governance

組織統治
（ガバナンス）

S
Social

S
Social

S
Social

S
Social

S
Social

E
Environment

人権

環境

労働慣行消費者
課題

公正な
事業慣行

コミュニティへ
参画及び

コミュニティの発展

1910
理化学用陶磁器国産化のため研究開始

1921
西村工業㈱創設（東京市麹町区内幸町）

1938
大阪府堺市に新工場（現本社）を新設

1941
アルミナ磁器の工業化に成功

1948
日本化学陶業㈱に社名変更

1913
西村化学陶業
試験場創設
(大阪市南区難波
＜現・浪速区＞芦原町）

1915
企業ロゴマークを商標登録

1962
大阪府堺市に東山工場新設

1963
株式を店頭公開

1969
製鋼工程中の脱酸制御用酸素センサ（ZrO2製
酸素センサ）の開発に日本で最初に成功

1983
「酸化ジルコニウム微粉体製造方法」に関して
第42回注目発明選賞を受賞

1991
日本化学陶業㈱と西村工業㈱が合併し
㈱ニッカトーに社名変更

2004
ジャスダック証券取引所に株式を上場

2007
東京証券取引所市場　第二部上場

2008
東京証券取引所市場　第一部上場

2021
YTZ®ボールの製造においてGMP省令ガイドラ
インに対応した製造・品質管理体制を構築

2023
東京証券取引所市場スタンダードへ移行

2013
創業100周年記念
式典開催

ADVANTAGE　ニッカトーの強み

OVERVIEW　会社概要

社名 株式会社ニッカトー

創業 1913年6月(大正2年)

代表者 代表取締役社長　大西　宏司

資本金 13億21百万円

事業内容 工業用セラミックスの製造、販売

 理化学用陶磁器の製造、販売

 計測制御機器およびシステムの製作、販売

 各種電気炉の製作、販売

ISO認証取得状況

財務ハイライトホームページ

https://www.nikkato.co.jp https://www.nikkato.co.jp/ir/financial-highlights.php

サステナビリティ

https://www.nikkato.co.jp/sustainability/

JQA-QM5736
セラミックス製品
加熱装置

商品（計装品）

JQA-EM2269
本社・堺工場
東山工場
東京オフィス


